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ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 55 号（2）議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（3）第 55 号

令和 2 年 12 月定例会令和 2 年 12 月定例会令和 2 年 12 月定例会令和 2 年 12 月定例会

12月定例会のあらまし
　

令
和
２
年
12
月
定
例
会
は
、
11
月
27
日
か
ら
12
月
４
日

ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
初
日
に
戸
田
村
長
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
し
て
、
村
で
は
公
共
施
設
へ
の
入
退
管
理

の
強
化
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
時
に
お
け
る
感
染

防
止
対
策
等
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
11
月
１
日

か
ら
地
域
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
感
染
症
に
対
す
る
不

安
解
消
や
無
症
状
感
染
者
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
を
図

る
観
点
か
ら
、
保
険
適
用
外
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
料
金
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
に
は
災
害
時
の
緊
急
事
態
に
即
応
す
る
た

め
の
避
難
道
路
で
あ
る
泊
陸
奥
横
浜
停
車
場
線
の
ほ
か

５
項
目
に
つ
い
て
、
髙
橋
議
長
を
は
じ
め
、
松
本
産
業
建

設
常
任
委
員
長
、
寺
下
む
つ
小
川
原
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特

別
委
員
長
と
と
も
に
県
に
対
し
要
望
を
行
っ
た
こ
と
な

ど
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
上
程
し
た
議
案
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
ほ
か
７
会
計

の
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
全
27
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎

重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
３
人
の
議
員

が
登
壇
し
「
Ｅ
メ
ー
ル
を
介
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ウ
イ

ル
ス
攻
撃
に
対
す
る
住
民
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た

め
の
本
村
の
対
策
に
つ
い
て
」、「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

向
け
た
大
石
総
合
運
動
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
」、「
各
種

証
明
書
の
申
請
及
び
交
付
等
に
つ
い
て
」
な
ど
村
の
考
え

方
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w.rokkasho.jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」

「
会
議
録
閲
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

道路整備に関する要望活動の様子（青森県庁　県土整備部長室）道路整備に関する要望活動の様子（青森県庁　県土整備部長室）

一般会計を１億６,５８９万一般会計を１億６,５８９万 ３千円の減額補正３千円の減額補正

補
正
予
算
の
内
容

議
案
90
号
～
97
号
（
12
月
４
日
原
案
可
決
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
は
、
村
税
に
法
人
村
民
税
を
追
加
し
、
国
庫
支
出

金
に
は
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
を
減
額
す
る
と
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
追
加
及
び
学
校
保
健
特

別
対
策
事
業
費
補
助
金
を
新
た
に
計
上
。
県
支
出
金
に
青
森
県
未
来
を
変
え
る
元

気
事
業
費
補
助
金
を
減
額
す
る
と
と
も
に
、
青
森
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
域
経
済
対
策
事
業
費
補
助
金
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
は
、
職
員
、
議
員
及
び
特
別
職
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
改
定
に
伴

う
人
件
費
の
減
額
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
で
中
止
等
の
措
置

を
講
じ
た
各
事
業
費
等
の
精
査
に
よ
る
減
額
の
ほ
か
、
国
が
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
給
付
し
た
「
特
別
定
額
給
付
金
」
及
び
村
独
自
の
支
援
策
と
し
て
給
付
し
た
「
生

活
支
援
給
付
金
」
等
の
各
給
付
事
業
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
減
額
。
ま
た
、
新

た
に
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
介
護
浴
槽
の
経
年
劣
化
に
伴
い
介
護
業
務
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
浴
槽
の
購
入
費
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
助
成
範
囲
拡
大
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
料
金
の
一
部
助
成
の
実
施
に
伴
い
、
予
防

接
種
委
託
料
及
び
予
防
接
種
給
付
費
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
助
成
費

や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
漁
業
者

へ
の
経
済
支
援
を
行
う
た
め
、
漁
場
環
境
保
全
活
動
に
対
す
る
助
成
金
を
、
教
育

費
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
を
徹
底
し
な
が
ら
児
童
生
徒
の

学
習
の
保
障
を
図
る
た
め
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
及
び
空
気
清
浄
機
等
を
購
入
す
る

費
用
を
新
た
に
計
上
。
諸
支
出
金
に
は
、
各
特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
に
お

け
る
人
件
費
の
補
正
や
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
等
に
伴
う
過
不
足
金
を
補
う
た
め
、

所
要
の
予
算
措
置
を
講
じ
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
，
５
８
９
万
３
千
円
減

額
し
た
結
果
、
一
般
会
計
総
額
は
１
６
５
億
９
５
５
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
会
計
と
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
改
定
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
の
ほ
か
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
に
医
療
費
の
増
加
に
伴
う
高
額
療
養
費
を
追
加

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
は
、
税
制
改
正
に
伴
う
後
期
高
齢
者
医
療
シ

ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
を
新
た
に
計
上
し
、
水
道
事
業
会
計
に
は
、
配
水
管
等

の
修
繕
料
を
追
加
計
上
す
る
な
ど
所
要
の
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

12月補正予算の状況
会 計 名 補正前（千円） 補正額（千円） 補正後（千円）

一 般 会 計 16,685,449 △ 165,893 16,519,556

国民健康保険特別会計
　　　　　　　　（事業勘定） 1,075,065 12,441 1,087,506

後期高齢者医療特別会計 95,000 1,056 96,056

国民健康保険特別会計
　　　　　（千歳平施設勘定） 111,758 303 112,061

介 護 保 険 特 別 会 計
　　　　　　（保険事業勘定） 1,196,014 △ 82 1,195,932

水 道 事 業 会 計 295,952 4,598 300,550

農業集落排水事業会計 98,074 △ 2 98,072

下 水 道 事 業 会 計 776,853 △ 22 776,831



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 55 号（4）議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（5）第 55 号

一 般 質 問一 般 質 問

１
．
Ｅ
メ
ー
ル
を
介
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ウ

イ
ル
ス
攻
撃
に
対
す
る

住
民
の
個
人
情
報
を
保

護
す
る
た
め
の
本
村
の

対
策
に
つ
い
て

【
問
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ウ
イ

ル
ス
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
対
策
を
行
っ
て
い

る
の
か
？

【
答
】

ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト

の
導
入
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
へ
の
物
理
的
な

接
続
を
遮
断
す
る
な
ど

の
対
応
を
行
っ
て
い

る
。

【
問
】
近
年
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
生

活
の
利
便
性
が
大
き
く
向

上
し
、
国
境
の
垣
根
を
超

え
た
交
流
が
簡
単
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
利
便
性
を

逆
手
に
取
っ
た
サ
イ
バ
ー

テ
ロ
や
ウ
イ
ル
ス
メ
ー
ル

の
送
信
等
に
よ
る
被
害
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 

本
村
に
お
い
て
も
８
月

頃
か
ら
日
本
原
燃
の
協
力

業
者
を
名
乗
る
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
が
横
行
し
、
10
月

末
の
段
階
で
数
十
件
の
被

害
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
１
，
０
０
０
件
を
超

え
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
と
聞
き
及
ん
で
い
ま

す
。

　

行
政
に
お
い
て
は
重
要

な
個
人
情
報
等
を
多
く
管

理
し
て
い
る
た
め
し
っ
か

り
と
対
応
策
を
講
じ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
村
長
の
所
信
を
伺
う
。

➊
近
年
、
本
村
に
ウ
イ
ル

ス
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
た

事
例
は
あ
る
か
。

➋
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ウ

イ
ル
ス
被
害
防
止
対
策
と

し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ウ
イ
ル

ス
に
よ
っ
て
情
報
等
が
漏

洩
し
た
際
の
対
応
策
は
あ

る
か
。

➌
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
職
員
へ
の

教
育
や
注
意
喚
起
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。

【
答
】
①
本
村
で
は
、
高

度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

を
講
じ
て
い
る
青
森
県
自

治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ク
ラ
ウ
ド
を
経
由
し
て

メ
ー
ル
を
受
信
し
て
い
る

た
め
ウ
イ
ル
ス
メ
ー
ル
は

ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ

ド
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
す
り
抜

け
て
ウ
イ
ル
ス
メ
ー
ル
を

受
信
し
た
事
例
は
な
い
。

②
被
害
防
止
対
策
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
物

理
的
な
接
続
を
遮
断
す
る

と
と
も
に
、
職
員
が
利
用

す
る
パ
ソ
コ
ン
に
は
、
ウ

イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
導

入
を
行
っ
て
い
る
。
被
害

を
受
け
た
場
合
の
対
応
策

は
29
年
度
に
基
本
的
方
針

等
を
定
め
た
「
六
ヶ
所
村

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
運
用
規
定
」
に
お
い

て
、
初
期
対
応
、
応
急
措

置
、
復
旧
措
置
等
を
定
め

て
い
る
。

③
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ

リ
シ
ー
運
用
規
定
の
庁
内

周
知
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
安
全
管
理
措
置
に
関
す

る
研
修
等
の
実
施
や
、
流

行
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
や

迷
惑
メ
ー
ル
な
ど
の
注
意

喚
起
等
、
庁
内
シ
ス
テ
ム

の
掲
示
板
等
を
利
用
し
て

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い

る
。

２
．
本
村
に
お
け
る
来

年
度
以
降
の
熊
の
出
没

及
び
被
害
に
関
す
る
対

策
に
つ
い
て

【
問
】

熊
の
出
没
増
加
に
よ
る

本
村
の
被
害
状
況
と
安

全
対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
？

【
答
】

養
殖
用
の
エ
サ
を
食
い

荒
ら
さ
れ
る
被
害
が
あ

り
、
パ
ト
カ
ー
に
よ
る

巡
回
や
防
災
行
政
用
無

線
で
注
意
を
呼
び
か
け

る
な
ど
の
安
全
確
保
を

行
っ
た
。

【
問
】
日
本
全
国
で
の
熊

の
出
没
は
著
し
く
増
加
傾

向
に
あ
り
、
隣
県
の
岩
手

や
秋
田
で
は
す
で
に
数
十

件
に
及
ぶ
人
身
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
本
村
に

お
い
て
も
、
本
年
４
月
～

６
月
時
点
に
お
い
て
、
既

に
１
年
間
の
出
没
件
数
を

大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
と

聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
事
か
ら
周
辺
住
民
や
こ

ど
も
園
・
学
校
に
通
う
子

ど
も
た
ち
へ
の
被
害
を
危

惧
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

本
村
に
お
け
る
熊
の
出
没

及
び
被
害
に
関
す
る
次
の

点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

➊
熊
の
出
没
増
加
に
よ
る

本
村
の
被
害
状
況
は
。

➋
こ
ど
も
園
・
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

➌
来
年
度
以
降
の
対
策
案

は
。
ま
た
、
罠
の
新
調
等

を
す
る
考
え
は
。

【
答
】
①
本
年
は
人
身
被

害
及
び
農
作
物
の
被
害
は

無
か
っ
た
も
の
の
、
養
殖

用
の
エ
サ
を
食
い
荒
さ
れ

る
被
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

②
近
く
で
熊
の
出
没
情
報

が
入
っ
た
時
点
で
こ
ど
も

園
、
学
校
に
は
電
話
に
よ

り
情
報
提
供
し
、
施
設
の

外
で
の
活
動
は
休
止
さ
せ

て
い
ま
す
。
ま
た
送
迎
や

登
下
校
の
時
間
帯
で
あ
れ

ば
保
護
者
へ
メ
ー
ル
の
一

斉
送
信
に
よ
り
周
知
を
図

り
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎

等
を
お
願
い
し
て
子
ど
も

達
の
安
全
を
確
保
し
て
い

ま
す
。

③
熊
の
出
没
情
報
が
あ
れ

ば
防
災
行
政
用
無
線
で
注

意
喚
起
を
行
い
ま
す
。
民

家
付
近
で
出
没
情
報
が

あ
っ
た
場
合
は
、
担
当
課

に
よ
る
付
近
の
巡
回
を
行

う
と
と
も
に
、
野
辺
地
警

察
署
尾
駮
交
番
に
情
報
提

供
し
、
パ
ト
カ
ー
に
よ
る

巡
回
を
依
頼
し
ま
す
。

　

罠
に
つ
い
て
は
熊
の
出

没
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
年
度
予
算
で
檻

仕
様
の
箱
罠
２
基
を
整
備

す
る
予
定
と
し
て
お
り
今

後
も
住
民
の
安
全
確
保
に

努
め
て
参
り
た
い
。

１
．
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
向
け
た
大
石
総
合

運
動
公
園
の
整
備
に
つ

い
て

【
問
】

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

向
け
た
大
石
総
合
運
動

公
園
の
整
備
計
画
は
あ

る
か
？

【
答
】

こ
れ
ま
で
に
陸
上
競
技

場
を
は
じ
め
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
改
修
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
本
球
場
や
キ
ャ
ン
プ

場
等
を
計
画
的
に
改
修

し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
大
石
総
合
運
動
公

園
は
、
昭
和
53
年
に
陸

上
競
技
場
と
野
球
場
が
完

成
し
、
そ
の
後
50
メ
ー
ト

ル
プ
ー
ル
、
総
合
体
育
館

な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
該

施
設
は
40
年
余
り
が
経
過

し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

も
の
の
抜
本
的
な
改
修
は

行
わ
れ
ず
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
に
は
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一 般 質 問一 般 質 問

第
80
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
お
い
て
軟
式
野
球
と

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
が
本
村
で

開
催
す
る
こ
と
が
内
定
し

て
い
ま
す
。
軟
式
野
球
は

大
石
総
合
運
動
公
園
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
大
会
に
対
応
し
た

会
場
の
整
備
が
急
務
で
あ

り
、
当
該
施
設
の
将
来
を

見
据
え
抜
本
的
な
見
直
し

を
検
討
す
る
時
期
に
き
て

い
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

➊
大
会
の
会
場
地
と
し
て

２
種
目
が
内
定
し
て
い
る

事
を
村
民
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
方
法
で
周
知
す
る

の
か
。

➋
軟
式
野
球
会
場
と
し
て

第
三
球
場
が
使
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

多
く
の
観
戦
者
が
想
定
さ

れ
る
た
め
観
客
席
の
増
設

や
附
帯
施
設
等
の
改
修
を

行
う
予
定
は
あ
る
か
。

➌
村
民
が
身
近
に
ス
ポ
ー

ツ
へ
親
し
め
る
環
境
を
更

に
構
築
し
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
当
該
公
園
内
各

施
設
の
改
修
計
画
は
あ
る

か
。

➍
将
来
的
な
総
合
運
動
公

園
の
移
設
整
備
等
の
計
画

は
あ
る
か
。

【
答
】
①
令
和
５
年
頃
か

ら
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
予
定
か
ら
、
六
ヶ
所

村
ス
ポ
ー
ツ
協
会
並
び
に

各
競
技
会
場
地
と
連
携
を

図
り
、
村
民
の
周
知
方
法

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
参

る
。

②
大
会
の
競
技
施
設
基
準

で
は
軟
式
野
球
会
場
の
観

客
席
に
制
限
は
な
い
た
め

増
設
改
修
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
会
場
地
と
し
て

必
要
な
改
修
は
関
係
団
体

と
協
議
し
て
参
る
。

③
大
石
総
合
運
動
公
園
の

年
間
の
利
用
者
は
、
約

５
万
３
千
人
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
陸
上
競
技
場

は
、
上
十
三
管
内
唯
一
の

公
認
４
種
陸
上
競
技
場
で

あ
る
た
め
、
上
北
地
方
中

学
校
体
育
大
会
の
陸
上
競

技
は
、
六
ヶ
所
村
で
開
催

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

大
石
総
合
運
動
公
園
各

施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
、
陸
上
競
技
場
の
公

認
継
続
に
伴
う
改
修
工
事

を
は
じ
め
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
改
修
工
事
等
を
実
施
し

て
お
り
、
引
き
続
き
、
本

球
場
や
キ
ャ
ン
プ
場
等
を

計
画
的
に
改
修
を
行
い
、

施
設
の
維
持
管
理
に
努
め

て
参
る
。

④
移
設
整
備
等
の
計
画
に

つ
い
て
は
、
現
段
階
で
考

え
て
い
な
い
が
、
今
後
の

少
子
高
齢
化
の
振
興
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、

価
値
観
の
多
様
化
、
利
用

者
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
、
時

代
に
合
っ
た
施
設
の
改

修
や
規
模
等
の
最
適
化
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
新
た

な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
参

る
。１

．
各
種
証
明
書
の
申

請
及
び
交
付
等
に
つ
い

て【
問
】

各
種
証
明
書
等
の
申
請

書
様
式
や
シ
ス
テ
ム
を

改
善
し
、
村
民
の
負
担

軽
減
を
図
る
考
え
は
あ

る
か
？

【
答
】

国
に
お
け
る
電
子
化
の

状
況
等
を
注
視
し
て
負

担
軽
減
や
利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
適
切

に
対
応
し
て
参
る
。

【
問
】
村
民
が
必
要
と
す

る
土
地
・
建
物
及
び
戸
籍

等
の
証
明
書
等
の
交
付
を

受
け
る
際
の
申
請
書
は
、

税
務
課
・
住
民
課
等
に
そ

れ
ぞ
れ
備
え
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
を
１
枚
の
申

請
書
に
統
一
す
る
こ
と

で
、
住
民
の
負
担
軽
減
に

繋
が
る
と
思
う
が
見
直
す

考
え
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
土
地
・
建
物
に

関
す
る
証
明
書
は
、
１
枚

２
０
０
円
の
手
数
料
が
必

要
と
な
り
、
共
有
地
等
を

所
有
し
て
い
る
場
合
は
、

１
枚
の
用
紙
に
１
～
２
筆

の
記
載
し
か
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
共
有
地
を

多
く
所
有
し
て
い
る
場
合

は
、
多
額
の
費
用
負
担
が

発
生
し
て
い
る
現
状
に
あ

る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
用
紙
１

枚
に
記
載
で
き
る
筆
数
に

見
直
し
す
る
た
め
早
急
に

シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
、
村

民
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ

き
と
思
う
が
如
何
か

【
答
】
申
請
書
の
様
式
の

統
一
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
申
請
書
の
項
目
が

多
い
た
め
、
氏
名
等
の
記

載
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
る

こ
と
や
文
字
が
小
さ
く
な

り
読
み
難
く
な
る
な
ど
、

現
時
点
に
お
い
て
様
式
の

統
一
化
に
よ
る
住
民
の
負

担
軽
減
の
効
果
は
期
待
で

き
な
い
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、

国
に
お
い
て
進
め
て
い
る

印
鑑
の
廃
止
や
、
来
年
度

の
デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置
に

伴
い
各
種
手
続
き
の
電
子

化
の
導
入
等
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

状
況
を
注
視
し
て
、
住
民

の
負
担
軽
減
や
利
便
性
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
適
切

に
対
応
し
て
参
る
。

　

土
地
・
家
屋
に
関
す
る

証
明
書
に
つ
い
て
は
、
証

明
書
１
枚
に
つ
き
２
０
０

円
と
す
る
の
で
は
な
く
、

所
有
し
て
い
る
資
産
の
筆

数
等
に
応
じ
た
手
数
料
の

設
定
が
出
来
な
い
か
等
、

運
用
方
法
の
見
直
し
を
含

め
検
討
し
て
参
る
。

２
．
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
つ
い
て

【
問
】

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
等
に
つ
い
て

国
の
支
援
を
受
け
る
予

定
は
あ
る
か
？

【
答
】

国
の
支
援
を
受
け
る
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の

配
置
は
必
要
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
国
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に

向
け
「
校
内
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
児
童
生
徒
１
人

１
台
端
末
の
整
備
」
に
対

し
、
令
和
元
年
度
か
ら
財

政
措
置
を
講
じ
て
環
境
整

備
を
進
め
て
お
り
、
本
村

も
こ
れ
を
活
用
し
、
Ｐ
Ｃ

端
末
を
今
年
度
に
購
入
す

る
予
定
で
あ
る
と
理
解
し

て
い
ま
す
。

　

本
村
は
、
早
く
か
ら
多

額
の
予
算
を
投
じ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
を
整
備
し
取
組
ん
で

き
た
こ
と
か
ら
、
学
校
情

報
化
優
良
校
の
認
定
を
受

け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
は
、
小

学
校
１
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
が
、
１
人
１
台

の
端
末
を
活
用
す
る
こ
と

と
な
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
等
が

更
に
必
要
に
な
る
と
理
解

す
る
が
、
国
の
支
援
を
受

け
る
予
定
は
あ
る
か
。
無

い
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な

対
応
を
考
え
て
い
る
か

【
答
】
本
村
に
お
き
ま
し

て
も
、
国
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基

づ
き
、
１
人
１
台
端
末
と

高
速
大
容
量
の
校
内
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的

に
整
備
す
る
こ
と
で
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

子
供
を
含
め
、
多
様
な
子

供
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残

す
こ
と
な
く
、
公
正
に
個

別
最
適
化
さ
れ
、
資
質
・

能
力
を
一
層
確
実
に
育
成

寺下　和光 議員
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さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
初
め
て

村
営
学
習
塾
を
開
設
し
て

13
年
を
迎
え
、
児
童
生
徒

の
学
力
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
た
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

そ
し
て
近
年
は
、
村
内

に
お
い
て
も
民
間
に
よ
る

学
習
塾
も
開
設
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
次
の
５
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

➊
令
和
元
年
度
及
び
今
年

度
に
お
け
る
学
校
別
と
学

年
別
の
村
営
学
習
塾
の
利

用
者
数
は
何
名
か
。

➋
村
営
学
習
塾
で
行
っ
て

い
る
教
科
は
、
小
学
生
が

国
語
・
算
数
、
中
学
校
１
・

２
年
生
は
、
英
語
・
数
学
、

中
学
校
３
年
生
が
国
語
・

数
学
・
英
語
・
社
会
・
理

科
の
５
教
科
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
が
、
中
学
校

３
年
生
以
外
の
教
科
の
選

定
は
希
望
を
取
り
選
定
し

て
い
る
の
か
。

➌
受
講
料
の
滞
納
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
の
か
。

➍
民
間
の
学
習
塾
利
用
者

が
ど
の
程
度
い
る
か
把
握

し
て
い
る
か
。

➎
民
間
の
学
習
塾
利
用
者

の
受
講
者
に
対
し
助
成
を

行
っ
て
い
る
か
。

で
き
る
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

を
実
現
す
る
た
め
、
今
年

度
中
の
完
了
に
向
け
、
現

在
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
国
の
示
す
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

配
置
支
援
事
業
の
概
要

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
や
環
境

整
備
等
の
知
見
を
有
す
る

者
と
さ
れ
、
各
市
町
村
が

募
集
・
配
置
し
、
学
校
に

お
け
る
環
境
整
備
の
初
期

対
応
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
業
務
例
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
設
計
、

工
事
や
納
品
対
応
の
ほ

か
、
端
末
の
使
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
な
ど
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
村
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い

て
は
、
全
小
学
校
が
学
校

情
報
化
優
良
校
に
認
定
さ

れ
る
な
ど
、
各
学
校
が

基
本
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
は
既
に
図
ら
れ
て
お

り
、
端
末
の
仕
様
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
等
に
つ
い
て

も
、
村
が
配
置
す
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
含
め
た
現
行

の
体
制
で
対
応
で
き
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
支
援
を
受
け
た
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配

置
の
必
要
性
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

３
．
村
営
学
習
塾
に
つ

い
て

【
問
】

村
営
学
習
塾
の
現
状

は
？

【
答
】

利
用
者
が
小
・
中
学
校

と
も
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
受
講
料
の
滞
納

に
つ
い
て
は
夜
間
訪
問

等
を
実
施
し
、
滞
納
額

の
縮
減
に
努
め
て
い

る
。

【
問
】
本
村
で
は
人
材
育

成
と
児
童
生
徒
の
学
習
意

欲
の
向
上
等
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
村
内
小
学
校

５
・
６
年
生
及
び
中
学
校

１
～
３
年
生
を
対
象
に
希

望
す
る
児
童
生
徒
の
利
便

性
に
最
大
限
配
慮
し
、
各

地
区
か
ら
尾
駮
地
区
ま
で

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
、
受

講
料
も
定
額
に
設
定
し
、

村
営
学
習
塾
を
開
設
し
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
村
内
の
泊
・

尾
駮
・
倉
内
・
千
歳
地
区

の
４
ヵ
所
で
曜
日
と
時
間

を
設
定
し
、
小
学
校
５
・

６
年
生
及
び
中
学
校
１
・

２
年
生
を
実
施
。
中
学
校

３
年
生
は
、
尾
駮
・
千
歳
・

倉
内
地
区
の
３
ヵ
所
で

火
・
金
・
土
曜
日
に
実
施

【
答
】
①
令
和
元
年
度
及

び
令
和
２
年
度
に
お
け
る

学
校
・
学
年
別
の
村
営
学

習
塾
利
用
者
数
は
次
の
と

お
り

②
希
望
は
特
に
と
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
現
在
、
小

学
校
５
・
６
年
生
に
つ
い

て
は
、
特
に
主
要
と
な

る
教
科
と
し
て
国
語
と
算

数
、
中
学
校
１
・
２
年
生

に
つ
い
て
は
個
人
差
の
大

き
い
数
学
と
英
語
を
取
り

扱
っ
て
い
る
。

③
文
書
に
よ
る
定
期
的
な

納
付
勧
奨
通
知
や
電
話
に

よ
る
納
税
勧
奨
、
夜
間
訪

問
等
を
実
施
し
て
い
る
。

④
民
間
の
学
習
塾
利
用
者

は
、
小
学
校
で
90
名
程
度
、

中
学
校
で
40
名
程
度
で
あ

る
。

⑤
村
営
学
習
塾
の
利
用
者

が
小
学
校
、
中
学
校
と
も

に
増
加
し
て
お
り
、
村
営

学
習
塾
の
利
用
環
境
の
充

実
を
図
る
観
点
か
ら
、
民

間
の
学
習
塾
利
用
者
に
対

す
る
助
成
は
行
っ
て
い
な

い
。４

．
仮
称
「
収
納
課
」

の
新
設
に
つ
い
て

【
問
】

仮
称
「
収
納
課
」
を
設

置
し
、
税
外
収
入
金
の

滞
納
に
つ
い
て
も
一
元

管
理
す
べ
き
と
考
え
る

が
如
何
か
？

【
答
】

現
時
点
で
は「
収
納
課
」

の
新
設
は
考
え
て
い
な

い
が
、
組
織
体
制
の
構

築
に
つ
い
て
は
「
第
６

次
行
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
い
て
議
論
を
重
ね

て
参
る
。

【
問
】
本
村
の
令
和
元
年

度
に
お
け
る
滞
納
状
況

は
、
主
な
も
の
で
村
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
、
公
営
住
宅

使
用
料
、
奨
学
資
金
等
、

10
項
目
で
約
１
億
５
，

６
０
７
万
円
、
こ
れ
に

水
道
・
下
水
道
の
未
収
金

を
加
え
る
と
、
総
額
約

１
億
７
，
０
９
８
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
更
に
は
、

過
去
５
年
間
で
不
納
欠
損

金
と
し
て
処
理
さ
れ
た
金

額
は
、
約
５
，
１
４
９
万

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
は
、
滞
納
対
策
の

た
め
税
務
課
内
に
徴
収
対

策
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、

村
税
等
の
滞
納
徴
収
を

行
っ
て
い
る
も
の
の
、
税

外
収
入
金
に
対
す
る
徴
収

事
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
課
に
お
い
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
村
は
、
予
算

規
模
か
ら
考
え
て
も
他
の

町
村
と
比
較
し
、
職
員
１

人
当
た
り
の
業
務
量
は
、

非
常
に
多
い
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
滞
納
額
の
減

少
の
た
め
に
夜
間
徴
収
や

納
税
相
談
等
を
実
施
し
て

い
る
と
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
滞
納
者
と
の
折
衝
等

に
多
く
の
時
間
を
要
す
る

た
め
各
課
に
お
け
る
業
務

の
進
捗
に
も
影
響
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

他
市
町
村
で
は
、
負
担

の
公
平
原
則
や
歳
入
確
保

等
を
目
途
に
積
極
的
に
差

し
押
さ
え
等
を
行
っ
て
い

る
と
も
聞
き
及
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
本
村
に
お
い

て
も
従
前
行
っ
て
お
り
ま

し
た
よ
う
に
差
し
押
さ
え

等
を
実
施
し
、
税
等
の
滞

納
に
毅
然
と
し
た
対
応
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

一 般 質 問一 般 質 問

い
る
と
考
え
ま
す
。

　

滞
納
者
と
の
折
衝
や
生

活
状
況
等
を
調
査
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
情

報
を
共
有
し
対
応
す
る
こ

と
で
事
務
の
効
率
化
が
図

ら
れ
る
ほ
か
職
員
の
負
担

軽
減
を
図
る
上
で
も
、
税

外
収
入
金
の
滞
納
に
つ

い
て
も
、
仮
称
「
収
納
課
」

を
設
置
し
、
一
元
管
理
を

し
て
対
応
す
べ
き
と
考
え

る
が
如
何
か
。

【
答
】
村
で
は
、
平
成
17

年
度
か
ら
「
六
ヶ
所
村
税

等
徴
収
対
策
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
各
債
権

担
当
課
の
課
長
が
委
員
と

な
り
、
口
座
振
替
の
実
施

に
よ
る
収
納
手
段
の
拡
大

や
債
権
放
棄
に
係
る
検
討

な
ど
、
様
々
な
徴
収
対
策

を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
施
策
に
よ
り
収
納

率
の
向
上
や
滞
納
額
の
減

少
な
ど
、
少
し
ず
つ
改
善

し
て
き
て
い
る
も
の
の
、

毎
年
度
監
査
委
員
か
ら
、

収
納
率
の
向
上
の
た
め
、

長
期
的
な
滞
納
の
抑
制
や

効
果
的
な
徴
収
対
策
を
指

摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

滞
納
者
に
対
す
る
対
応

に
つ
い
て
は
、
滞
納
に

至
っ
た
経
緯
の
聞
き
取
り

等
状
況
を
確
認
し
て
今
後

の
納
付
等
の
約
束
を
し
、

納
付
状
況
の
管
理
と
い
っ

た
多
く
の
時
間
を
か
け
な

が
ら
、
滞
納
の
拐
取
に
向

け
努
め
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。

　

職
員
の
業
務
量
に
つ
い

て
は
、
行
政
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
・
複
雑
化
等
に
よ
り

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
に

加
え
予
算
規
模
や
原
子

燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
等
の

国
の
施
策
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
よ
り
一
層
の
効
果

的
・
効
率
的
な
業
務
の
執

行
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
観
点

か
ら
も
収
納
業
務
の
一
元

化
は
、
滞
納
者
の
情
報
共

有
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
対
策
を
講
じ
や
す
く

な
り
ま
す
が
、
税
や
介
護

保
険
料
等
の
国
税
徴
収
法

の
例
に
よ
り
滞
納
処
分
で

き
る
強
制
徴
収
債
権
と
、

住
宅
料
や
奨
学
資
金
、
水

道
料
金
等
の
非
強
制
徴
収

債
権
を
一
元
化
し
扱
う
こ

と
は
、
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
課
題
が
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
現
在
実
施

し
て
い
る
給
与
や
漁
業
補

償
等
の
差
押
え
等
の
ほ

か
、
税
務
課
職
員
と
担
当

課
職
員
が
協
力
・
連
携
し

な
が
ら
、
戸
別
訪
問
や
夜

間
納
税
相
談
を
行
い
、
効

果
的
に
徴
収
を
行
な
う
こ

と
で
滞
納
額
の
減
少
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
庁
舎
の
建
設

に
向
け
て
、
現
在
の
組
織

体
制
の
課
題
等
の
検
証
を

行
な
う
と
と
も
に
、
よ
り

簡
素
で
効
率
的
な
組
織

体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
第
６
次
行
政
改

革
大
綱
」
に
基
づ
い
て
議

論
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

５
．
消
防
団
の
現
状
に

つ
い
て

【
問
】

所
轄
す
る
市
町
村
内
の

飲
食
店
を
利
用
し
た
場

合
、
団
員
手
帳
の
掲
示

で
割
引
が
受
け
ら
れ
る

な
ど
の
事
例
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
消
防
団
員
確

保
の
観
点
か
ら
検
討
す

る
べ
き
で
は
？

【
答
】

村
独
自
の
施
策
と
し
て

制
度
に
つ
い
て
検
討
を

し
て
い
く
。

【
問
】
本
村
の
災
害
発
生

リ
ス
ク
は
、
他
市
町
村

よ
り
高
い
状
況
下
に
あ
る

こ
と
か
ら
平
成
27
年
９
月

議
会
に
お
い
て
、
消
防
団

員
の
確
保
及
び
年
報
酬
の

見
直
し
と
泊
婦
人
消
防
協

力
隊
員
の
身
分
保
障
を
確

保
す
る
べ
き
等
」
の
一
般

質
問
を
し
て
５
年
が
経
過

し
、
消
防
団
員
の
報
酬
等

に
つ
い
て
は
い
ち
早
く
見

直
し
さ
れ
、
県
内
で
も
高

い
報
酬
額
と
な
っ
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
消
防
団
員
の

退
職
報
償
金
制
度
の
創
設

等
を
求
め
た
も
の
の
、
未

だ
見
直
し
さ
れ
て
い
な
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
29
年
３
月
に
道

路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
、
消
防
ポ
ン
プ
車
の
運

転
が
普
通
免
許
か
ら
準
中

型
免
許
が
必
要
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
次
の
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

➊
消
防
団
員
定
数
２
１
５

名
に
対
す
る
現
有
団
員
数

と
充
足
率
は
、
ど
の
程
度

か
。

➋
泊
婦
人
消
防
協
力
隊
員

の
意
向
を
確
認
し
、
機
能

別
消
防
団
員
等
に
移
行
す

る
こ
と
で
身
分
補
償
さ
れ

る
が
、
検
討
を
行
っ
た
か
。

➌
村
独
自
の
退
職
報
償
金

制
度
の
創
設
は
、
財
政
状

況
等
も
考
慮
し
、
前
向
き

に
検
討
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
消
防
団
員
確

保
の
一
助
に
な
る
と
考
え

る
が
創
設
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

➍
道
路
交
通
法
の
改
正
に

よ
り
、
準
中
型
免
許
が
必

要
に
な
っ
た
が
、
消
防
団

員
の
免
許
所
持
者
は
何
名

か
。
ま
た
、
全
消
防
団
員

が
当
該
免
許
を
所
持
す
べ

き
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

取
得
費
用
の
全
額
を
助
成

し
取
得
さ
せ
る
べ
き
と
考

え
る
が
如
何
か
。

➎
少
子
高
齢
化
の
中
で
、

消
防
団
員
確
保
の
た
め
、

所
轄
す
る
市
町
村
内
の
飲

食
店
を
消
防
団
員
が
利
用

し
た
場
合
、
団
員
手
帳
の

提
示
で
割
引
が
受
け
ら
れ

る
な
ど
の
事
例
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
如
何
か
。

　【
答
】
①
令
和
２
年
11
月

１
日
現
在
の
団
員
数
は

１
８
１
名
で
、
充
足
率
は

約
84
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り

ま
す
。

②
昨
年
７
月
に
協
力
隊
の

通
常
総
会
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
高
齢
化
な
ど
の
理

由
か
ら
難
し
い
状
況
で
あ

る
と
の
意
見
集
約
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
婦
人

消
防
協
力
隊
員
の
機
能
別

消
防
団
員
へ
の
移
行
に
つ

い
て
は
、
高
齢
化
に
伴
う

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
婦

人
消
防
協
力
隊
の
意
向
を

尊
重
し
な
が
ら
、
消
防
団

幹
部
と
課
題
を
検
証
し
て

参
り
た
い
。

③
本
村
で
は
石
油
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
施
設
や
原
子
燃
料

サ
イ
ク
ル
施
設
な
ど
の
立

地
に
起
因
す
る
特
殊
な
災

害
事
情
に
鑑
み
、
平
成
28

年
３
月
に
消
防
団
員
年
報

酬
を
平
均
１
万
５
千
円
増

額
し
、
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
。
村
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
現
状
の
退
職
報
償
金

の
支
給
額
に
つ
い
て
は
妥

当
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

④
現
在
、
団
員
数
１
８
１

名
に
対
し
、
準
中
型
免
許

若
し
く
は
同
等
以
上
の
免

許
を
有
し
て
い
る
団
員
が

１
７
５
名
、
準
中
型
免
許

を
所
有
し
な
い
団
員
は
６

名
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

消
防
車
両
の
運
用
状
況
か

ら
十
分
な
人
員
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
の
団
員
の

加
入
状
況
に
よ
っ
て
、
そ

の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合

に
対
応
を
検
討
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑤
団
員
の
加
入
促
進
に
つ

い
て
は
村
独
自
の
施
策
と

し
て
、
訓
練
や
火
災
等
の

活
動
及
び
消
防
団
員
の
親

睦
交
流
な
ど
に
活
用
で
き

る
無
料
入
浴
券
や
ろ
っ
か

ぽ
っ
か
の
法
人
会
員
制
度

な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

学年
学校名 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3

泊小 4 (5) 9 (7)
尾駮小 4 (13) 4 (5)
南小 0 (0) 0 (1)
千歳平小 3 (0) 8 (5)
泊中 5 (4) 5 (4) 5 (4)
一中 6 (6) 15 (11) 13 (16)
二中 0 (6) 0 (8) 0 (8)
千歳中 1 (0) 5 (0) 4 (0)
合計 11 (18) 21 (18) 12 (16) 25 (23) 22 (28)

※（）内は令和２年度の人数

一 般 質 問一 般 質 問
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委 員 会 レ ポ ー ト委 員 会 レ ポ ー ト

12 月定例会の会期中に開催された常任委員会の審議内容をお知らせいたします。

総務企画常任委員会
■「防衛省に対する要望結果について」審議
　12 月１日に委員会を開催し、「防衛省に対する要
望結果について」、担当課より説明を受け審議した。

①防衛省に対する要望結果について
⇒ 10 月 28 日に東北防衛局に対し行った要望活動

時の主な回答は、飛行時の安全対策について隊
員の教育訓練を徹底するとともに、原子燃料サ
イクル施設、石油備蓄基地、学校等を記載した
地図を隊員に改めて周知するなどの対応を行っ
ていく。
　また、落下した模擬弾の早期発見回収につい
ては、模擬弾の位置を確認する磁気探査を行う

べく必要な作業を鋭意進めている。また、土地
の原状回復や損害の賠償については、模擬弾の
探査終了後、地権者の意見を伺いながら適切に
進めたい旨の回答内容であった。

[委員意見 ]
◆倉内地区進入面下の米軍提供地について、これ

まで環境整備がなされず草木が繁茂し小動物の
繁殖場所となっており、近隣農家にも悪影響が
生じるため、これまでも口頭で要請しており、
引き続き環境整備の実現を求めていく必要があ
る。

　12 月２日に委員会を開催し、「（仮称）泊こども
園整備事業に係る進捗状況等について」他１件を、
担当課より説明を受け審議した。
①（仮称）泊こども園整備事業に係る進捗状況等
　について
⇒令和３年４月１日に開園予定である泊こども園

の建設工事において、新型コロナウイルス感染
症の影響により国外産の木材の調達の目途が立
たなくなったことなどから工期を令和３年８月
31 日まで延長することや、開園予定を令和３年
10 月１日に変更する旨の説明があった。

［委員意見］
◆泊こども園への入所が決まっている保護者に対
　して、早期に通知や説明などを行うべきである。

②閉会中の継続調査の結果報告について
⇒県立高校の再編に関する計画及び六ヶ所高校が

抱える課題等について調査することを目的に閉
会中に行なった調査の結果について説明があっ
た。

［委員意見］
◆教育委員会は中学１・２年生を対象とし、六ヶ

所高校への入学希望者の調査を行うべきである。
また創立以来、スクールバス等、村が支援して
きたことも示し、村民からアンケート調査を実
施するべきである。

◆六ヶ所高校の部活動が参加する大会等について
バスが不足する場合にはスクールバスを活用さ
せるべきである。

◆少子化など時代の変化に対応するためには、大
胆な戦略を打ち出し、生徒が集まってくるよう
な魅力づくりを考えていくべきである。

福祉教育常任委員会
■「（仮称）泊こども園整備事業に係る進捗状況等について」他１件の報告を審議　

産業建設常任委員会
■「新型コロナウイルス感染症の第一次産業への影響等について」審議
　12 月１日に委員会を開催し、第一次産業に対す
る国及び村の新型コロナウイルス感染症対応状況
の４件について担当課より説明をを受け審議した。
①「新型コロナウイルス感染症の第一次産業への
　影響について」
⇒令和２年８月から 10 月までの農林水産物の収量

や価格等を昨年同期と比較し新型コロナウイル
ス感染症の影響の有無について調査した結果、
価格等への大きな影響は見られないものの、消
費・需要低下の影響が長期化することが懸念さ
れるため、今後も市場の価格推移や農漁業者の
経営状況を注視しつつ、国、県、農協・漁協の
関係機関と情報共有・連携を図りながら適切に
対応を検討していくとの説明があった。

②「漁場環境保全対策事業について」
⇒新型コロナウイルス感染症による経済の影響及

び漁獲不振が続いていることから、水産資源の
再生産につながる環境保全及び漁業者の収入の
安定化を図るため、泊地区の岩礁等の漂流物の
除去作業に対し助成事業を実施する旨の説明が
あった。

[委員意見 ]
◆新型コロナウイルス感染症の影響に伴う助成事

業を実施する場合は、村内全域の影響等を調査
し実施すべきである。

③「高収益作物次期作支援交付金交付要件の見直
　しについて」
⇒新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、高収

益作物の次期作に取り組む生産者を支援するた
め、国が創設した交付金について、当初の交付
要件が次期作の作付面積に対する交付金であっ
たが、交付金の上限が減収額に見直しされたこ
とにより、再度、追加の手続きを進めている状
況であることなどの説明があった。

[委員意見 ]
◆農家に対し、見直し後の交付要件の内容等につ
　いて周知徹底を図るべきである。

④「経営継続補助金について」
⇒新型コロナウイルス感染症の影響を克服するた

め、感染症拡大防止対策を行いつつ、販路回復・
開拓や事業継続・転換のための機械設備の導入
等に取り組む農林漁業者に対する補助金の申請
状況の説明があった。

議 案 審 議議 案 審 議

村長が提出した議案等

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議決日

議案第 90 号 令和２年度六ヶ所村一般会計補正予算（第６号） 原案可決 12 月 3 日

議案第 91 号 令和２年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算 
（事業勘定第３号） 原案可決 12 月 3 日

議案第 92 号 令和２年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計補正予算 
（第２号） 原案可決 12 月 3 日

議案第 93 号 令和２年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算 
（千歳平施設勘定第３号） 原案可決 12 月 3 日

議案第 94 号 令和２年度六ヶ所村介護保険特別会計補正予算 
（保険事業勘定第３号） 原案可決 12 月 3 日

議案第 95 号 令和２年度六ヶ所村水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決 12 月 3 日

議案第 96 号 令和２年度六ヶ所村農業集落排水事業会計補正予算 
（第２号） 原案可決 12 月 3 日

議案第 97 号 令和２年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決 12 月 3 日

議案第 98 号 六ヶ所村国民健康保険財政調整基金条例の制定について 原案可決 12 月 3 日

議案第 99 号 六ヶ所村職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決 11 月 27 日

議案第 100 号 六ヶ所村特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 11 月 27 日

議案第 101 号 六ヶ所村議会の議員報酬並びに費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 原案可決 11 月 27 日

議案第 102 号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例について 原案可決 12 月 3 日

議案第 103 号 六ヶ所村集会所条例の一部を改正する条例について 原案可決 12 月 3 日

議案第 104 号 六ヶ所村税外諸収入滞納金督促手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改正する条
例について 原案可決 12 月 3 日

議案第 105 号 六ヶ所村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決 12 月 3 日

議案第 106 号 六ヶ所村都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
について 原案可決 12 月 3 日

議案第 107 号 民法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例について 原案可決 12 月 3 日

議案第 108 号 六ヶ所村立認定こども園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の一
部を改正する条例について 原案可決 12 月 4 日

議案第 109 号 下北地域広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及び下北地域広域行政事務
組合規約の変更に関する協議について 原案可決 12 月 4 日

議案第 110 号 下北地域広域行政事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分に関する協
議について 原案可決 12 月 4 日

議案第 111 号 公の施設の指定管理者の指定について 原案可決 12 月 4 日

議案第 112 号 公の施設の指定管理者の指定の変更について 原案可決 12 月 4 日

承認第１６号 六ヶ所村立保育所条例の一部を改正する条例について 承認 12 月 3 日
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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

上期しゅん工

※しゅん工後速やかに操業を開始し、核燃料物質を用いた品質確認試験を経て、ＭＯＸ燃料加工を行う予定。

ＭＯＸ燃料工場の行程変更

変更前

変
更
後

安全性向上対策工事等

設工認

安全性向上対策工事等

（設工認及び使用前検査含む）

▽安全審査合格 上期しゅん工※

使用前事業者検査、使用前確認

Ｂ３Ｆ

Ｂ２Ｆ

Ｂ１Ｆ

１Ｆ・２Ｆ

福祉教育常任委員会

①
設
計
及
び
工
事
計
画
の
認
可
申
請

　

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
は
建
屋
地
下
階
よ
り

順
次
工
事
を
進
め
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的

に
工
事
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
分
割
し
て
申

請
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
、
初
回
と
し

て
建
屋
を
12
月
24
日
に
提
出
。
審
査
に
お

い
て
効
率
的
に
説
明
で
き
る
よ
う
設
備
を

類
型
化
し
て
代
表
的
な
も
の
を
説
明
す
る

な
ど
、
原
子
力
規
制
庁
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
。

②
使
用
前
事
業
者
検
査
・
使
用
前
確
認

　

事
業
者
責
任
を
明
確
に
し
た
新
検
査
制

度
の
下
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
に
つ
い
て
当

社
が
使
用
前
事
業
者
検
査
と
し
て
新
規
制

基
準
へ
の
適
合
を
確
認
し
た
う
え
で
、
原

子
力
規
制
委
員
会
の
使
用
前
確
認
を
受
け

る
。

③
今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
、
安
全
を
最
優
先
に
建
設
工
事
を

進
め
る
と
と
も
に
、
し
ゅ
ん
工
後
速
や
か

に
安
全
・
安
定
な
操
業
を
行
う
た
め
、
運

転
員
の
教
育
訓
練
等
の
必
要
な
準
備
を
行

い
、
地
域
の
方
々
に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　議会運営委員会（木村廣正委員長）は、去る１１月１８日に、議
会基本条例について学ぶため、六戸町議会を訪問し、条例の概要や
議会改革の取り組みなどについて研修を実施しました。
　議会基本条例を制定している町村議会は全国でも約３割ほどで県
内では六戸町議会を含め４町議会のみとなっています（令和元年７
月１日時点）。
　また、六戸町議会は議会改革の取り組みが評価され平成２８年２
月に全国町村議会議長会から表彰を受けています。

【日本原燃出席者】【日本原燃出席者】
左から伊勢田執行役員、横村専務、左から伊勢田執行役員、横村専務、

増田社長、宮越常務増田社長、宮越常務

委 員 会 視 察委 員 会 視 察全 員 協 議 会全 員 協 議 会

あいさつを述べる木村廣正委員長（写真：左）と議会改革のあいさつを述べる木村廣正委員長（写真：左）と議会改革の
取り組みなどについて説明をする六戸町議会議員（写真：右）取り組みなどについて説明をする六戸町議会議員（写真：右）

議 会 運 営 委 員 会

六戸町議会に学ぶ！！『議会基本条例』

　六戸町議会は平成２３年の改選当時、議員と
なった１２名のうち５名が新人議員であり、当
時の議長が、「何とか新人議員の議員としてのレ
ベルを向上させたい」という思いから「議会改革」
に取り組むこととした。
　議会改革に取り組んでいる先進地の視察や、
議会基本条例の制定に向けた研修等を行い、議
員間で議論を重ね、平成２７年１月１日から六
戸町議会基本条例がスタートした。

六戸町議会基本条例策定までの歩み六戸町議会の議会改革の取り組み
～町民と行政が協働し「暮らす場所」としての
活力と交流あふれるまちづくりを目指して～

　福祉教育常任委員会（橋本竜委員長）は、村内小中学校の生徒数減少に伴い、六ヶ所高校への入学者数が減少
傾向にあることを受け、去る１１月１２日に、六ヶ所高校の現状や課題等の調査のため、教職員との意見交換や
授業の様子などの視察を行いました。

取り組み① 町民との意見交換会
町内会や地元中学生などとテーブルを囲み、町の将来
についてなどテーマを設けて意見交換を行っている。

議会基本条例とは・・・・

　議会運営の基本原則を議会自らが定め
た条例で、議員の活動原則や住民と議会
の関係などが規定されます。
　近年は、国から地方公共団体へ権限が
移譲され、地方が担う役割が大きくなっ
てきたことに伴い、議会基本条例を策定
し、議会改革に取り組む自治体が増えて
きています。

取り組み② 一般質問の検証
一般質問について、町長が答弁した内容の、その後
の経過がどうなったか議員間で検証を行っている。

取り組み③ 議会基本条例の検証
２年に１回、議会基本条例（全１９条）に基づいて
議会・議員として取り組めたかどうかを議員個々が
評価し、今後の課題等の整理を行っている。

六ヶ所高校が抱える課題等について現地調査を実施！！

六 ヶ 所 高 校 の 歴 史

　六ヶ所高校は、昭和５３年４月に開校となった学校であり、以来、六ヶ所村を支える人材、村内の産業の発展
に貢献できる人材の育成に努めてきた。

委 員 の 意 見

六ヶ所高校を活性化させるために行っている様々な取組みや魅力についての情報発信力が弱かったのではないか。
もっと村内外の中学校の生徒にＰＲするべきである。などの意見が出されました。

六ヶ所高校の教職員との意見交換（写真：左）と授業視察の様子（写真：右）六ヶ所高校の教職員との意見交換（写真：左）と授業視察の様子（写真：右）

入 学 者 数 の 推 移
○六ヶ所高校への入学者数の推移と内訳　　　（単位：人）

Ｈ 28年度 Ｈ 29 年度 Ｈ 30 年度 Ｈ 31 年度 Ｒ 2年度
村内 52 47 52 35 30
村外 16 16 14 13 10
合計 68 63 66 48 40
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時
期
を
２
０
２
２
年
度
上
期
か
ら

２
０
２
４
年
度
上
期
へ
２
年
間
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
原

燃
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
増
田
尚
宏
氏
ら
を
参
考
人
と
し
て
招

致
し
説
明
を
受
け
た
。

　

増
田
社
長
か
ら
は
、
去
12
月
９
日
に
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
工
場
の
新

規
制
基
準
へ
の
適
合
性
に
係
る
事
業
変
更
許
可
を
受
け
た
こ
と
に
伴

い
、新
規
制
基
準
に
適
合
し
た
安
全
性
向
上
対
策
が
確
定
し
た
。
よ
っ

て
今
後
必
要
と
な
る
工
事
の
工
程
に
つ
い
て
精
査
結
果
を
取
り
ま
と

め
た
と
こ
ろ
、
追
加
工
事
を
含
む
建
屋
内
機
器
の
物
量
が
増
加
し
た

こ
と
お
よ
び
建
屋
建
築
工
事
の
本
格
再
開
時
期
を
踏
ま
え
、
必
要
な

建
設
工
事
期
間
を
判
断
し
、
し
ゅ
ん
工
時
期
を
変
更
し
た
旨
の
説
明

等
が
あ
っ
た
。

　

議
員
か
ら
は
、「
行
程
変
更
に
よ
る
工
事
に
よ
っ
て
作
業
量
・
作
業

員
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
今
年
度
は
例
年
に
な
い
積
雪
で
、

村
内
の
み
な
ら
ず
県
内
各
地
の
道
路
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る
。
本
村

で
は
倉
内
地
区
・
平
沼
地
区
で
交
通
渋
滞
が
起
こ
っ
て
い
る
た
め
、

日
本
原
燃
株
式
会
社
と
し
て
交
通
渋
滞
へ
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。」
な
ど
の
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
髙
橋
議
長
か
ら
は
、「
今
回
の
し
ゅ
ん
工
時
期
の
変
更
は
新

規
制
基
準
へ
適
合
し
た
安
全
性
対
策
の
た
め
の
追
加
工
事
に
よ
る
も

の
で
、
安
全
で
安
定
的
な
操
業
を
迎
え
る
た
め
の
延
期
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
。
日
本
原
燃
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
本
村
財
政
は
も

と
よ
り
地
元
経
済
の
活
性
化
の
観
点
及
び
村
民
の
安
心
安
全
確
保
の

た
め
に
も
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
安
全
性
向
上
対
策
工
事
や
使
用

前
事
業
者
検
査
・
使
用
前
確
認
等
の
対
応
に
全
力
を
傾
注
し
て
頂
き

た
い
」
と
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

日本原燃株式会社日本原燃株式会社
しゅん工・操業に向けた取組みしゅん工・操業に向けた取組み

議会議員全員協議会の様子議会議員全員協議会の様子

開会中の継続調査



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 55 号（12）

　議会を監視するのは『あなた』です。１２月定例会の傍聴人は 34 人でした。あなたも議会の傍聴を
してみませんか？傍聴は村政を知る良い機会です。定例会は、３月、６月、９月、１２月の年４回開催
されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
　詳しくは議会事務局７２－８１２１へお尋ねください。

議会傍聴議会傍聴

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

令和３年第３回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）
日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容
第１日目 ２月２５日（木） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託
第２日目 ２月２６日（金） 休 　 　 　 　 会 一般質問締切日
第３日目 ２月２７日（土） 休 　 日 　 休 　 会
第４日目 ２月２８日（日） 休 　 日 　 休 　 会
第５日目 ３月　１日（月） 休 　 　 　 　 会
第６日目 ３月　２日（火） 休 　 　 　 　 会
第７日目 ３月　３日（水） 休 　 　 　 　 会 常任委員会※
第８日目 ３月　４日（木） 休 　 　 　 　 会 常任委員会・特別委員会※
第９日目 ３月　５日（金） 休 　 　 　 　 会
第１０日目 ３月　６日（土） 休 　 日 　 休 　 会
第１１日目 ３月　７日（日） 休 　 日 　 休 　 会
第１２日目 ３月　８日（月） 本会議（午前 10 時） 一　般　質　問
第１３日目 ３月　９日（火） 本会議（午前 10 時） 議　案　審　議
第１４日目 ３月１０日（水） 本会議（午前 10 時） 議案審議・委員長報告・閉会

※　各委員会の開催時間等は決まり次第、HPでお知らせします。　【議会の日程は変更されることがあります】

福祉教育常任委員会（閉会中の継続調査）

…
…
編
集
後
記
…
…

　

議
会
だ
よ
り
第
55
号
を
お
届
け
し
ま

す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
私
ど
も
広
報
委
員
会
の
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
新
年
早
々
に
冬
将
軍

が
到
来
し
、
多
く
の
家
庭
が
除
雪
に
追

わ
れ
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
全
国

的
に
除
雪
時
の
落
雪
な
ど
に
よ
り
死
亡

事
故
等
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

除
雪
を
す
る
際
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

広
報
委
員
会
で
は
今
年
も
皆
様
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
づ
く
り
に
努
め

る
と
と
も
に
、
ロ
ッ
ク
Ｔ
Ｖ
を
通
じ
て

本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
の
映
像
を

皆
様
に
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
視
聴
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
春
の
到

来
が
待
ち
遠
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
も
十
分

留
意
し
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　福祉教育常任委員会では、去る１月26日に泊小・中学校
併置化事業及び（仮称）泊こども園整備事業について現地視
察を実施しました。

◆泊小・中学校併置化事業
　令和３年４月から泊小・中学校の併置校に向けた整備事業
について、事業スケジュールや改修状況及び整備内容等につ
いて担当課から説明を受けた後、校舎内の改修箇所等につい
て現地視察を実施しました。
◆（仮称）泊こども園整備事業
　令和３年４月から供用開始予定としていた泊こども園につ
いて、新型コロナウイルスの影響から国外産の資材を調達出
来ないことなどの理由により、供用開始が令和３年10月１
日に延期になることから工事の進捗状況を確認するため現地
調査を実施しました。

※併置校とは？
　小学校と中学校で校舎・校地を共用する学校のこと。 （仮称）泊こども園整備事業現地視察の様子
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泊小・中学校併置化事業現地視察の様子


